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活動紹介



人口　                    66,243人

気仙沼市

出生数　　　          326人

（平成２８年５月）

（平成２７年）

合計特殊出生率　約1.4％

就学前児童人口　約2,200人



３つの不足

遊び場とパーソナルタイムの不足

働ける場と環境の不足

育児の知識や情報の不足

地域から育児が分断されている状態



2011  年９月　ジャムの試作製造開始

野菜ジャム３種類 
トマト・にんじん・たまねぎ

専門家の指導

気仙沼市・南三陸町 
陸前高田市の母親３名



2011年10月～

公民館で製造

～ウェブや県内外の催事で販売～
売上げを運営費・給料

～地域素材のPR～

農家との売買契約

異業種交流・地域間交流

農家の売上げへつなげる

地域の農家



支援者 受益者

物資 渡す 受取る

作る 参加する

雇用 給料を支払う 自分のために
稼ぐ

成果 利害・対峙的な役割と関係性ができた

ピースジャムの間違えたコミュニティモデル

関係性
役割

コミュニティ

自助性、共助性、持続性の低いコミュニティ



2012年に計画

２０１４年９月落成

～活動内容～
育児期の母親の雇用支援
子育てサロン/ワークショップ
地域コミュニティ形成活動
育児イベント



働く場　（傍を楽にする場）

❖ ジャムとベビーモスリンの製造

❖ 育児に合った就労時間

❖ 育児期のライフスタイルの計画



育児の場（育自の場）

❖ キッズルームと授乳室を完備

❖ 母親の先輩や後輩との交流

❖ 支え合いの場

❖ 子も親も一緒に育つ場



社会的寄る辺  

価値の共有と創出  

職場  

育児期に合わせた就労時間  

子育てコミュニティ
育児の知識、情報、経験の共有  

意識共有と相互性の向上  

共感、労いあい、子育ての支え合い

地域の育児コミュニティ
形成へ  

エンパワーメント  



piece    piece

ジャム



縫製

Baby Muslin



広場の工事



カフェ・広場

子育てコミュニティ・カフェ 広場





ツリーハウスの設置

乳幼児の親子ピクニック

各種イベントツリーハウス



イベントと 
ワークショップの様子



これからの方向性

• 新規雇用創出  

• ビジネスモデルとしての体系化と波及  

• 多世代が接点を持ち１人の子どもを守れる地域づくり



ご清聴いただきありがとうございました

特定非営利活動法人　ピースジャム  

理事長　佐藤　賢


